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A子 B男 T男 E男
，ー・ーーー-ー・園--ー一ー一・~-----一 E一-- (カエルになってその場で























A子「ほんじゃあどうする?J、今度はK男・ T男 .B男がA子を中心にまわろうとするが、 A子は抜けてしまう。
K男「もう、 A子ちゃん・.. I 
今度はB男を中心に手をつないでまわる。しゃがんだB男を中心にまわっている。(だんだん速くなってくずれる)
もう一度、 A子が戸かげで、 B男を中心に手をつないでまわる。 7 ンポが速くてK男が座り込んでしまう
K男がT男 .B男を後ろ向きに手をつながせ、両手を恒らせて、 r (こう ) t聞こんこんは?Jと提案。
やってみて「手はつながんでいいから』もう一度背中合わせでT男ー B男問手を揖る。 T男「これやめよう」
(なかなかまとまらない。 )A子『どうすんのよー」、 T男『後からザ-~，と降ってくるようにしよJ 、 A子『やq
てみよJ、B男(>、つの聞にか立ち上がってT男に向かつて、」阿南こんこん(雨を陣らせる)、雪こんこん(たく イ
さん雨を降らせる)身ぶりを見せている。 A子がT男に r(萌をたたきながら) t問こんこん、やってみてj と提
案。 T男やってみる。












役割加担 政調 動き ストーリー
AグループT (雨が昨っていない)
見:j者の神様 雨こんこん雪こんこん 桜二人組で手を川lき合う 雨が降っていほしいと闘っている。
/A子、 K男、 お寺の前さちっとふれ T身、[れjで中心に入る そこへ神様が来て、
B掲，農家の 雨こんこん雪こんこん 滋同じ副Jき、手は大きく痕る l度雨が降る。
おら おらえの前さたんとふれ 両手をまわしてジャンプ 最接、ざーっと大雨が昨る。
Dグループ (同が降らず喉が渇いているカエル)
C子:事担保/ 南こんこん雪こんこん C子中心座る、 3人ジャンプでまわる。 神様を中心に田んIまではねるカエルー
I男、 D弟、 お寺の前さちっとふれ C子立ちよがり、阿手を眠る白 雨がざーっと慌ってきたg
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